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設立目的  
八王子地域に多くの大学等がある地域特性を活かし、大学・市民・経済団体・企業・行政

等が主体性を持って連携・協働し、地域の活性化、外国人留学生の支援、情報の発信、調査

研究、交流促進等に取り組むことにより、大学、学生、市民それぞれが地域に大学があるメ

リットを感じることができ、高等教育の充実、地域社会の発展並びに地域の国際化を目指す

など魅力ある学園都市の形成に向けた中心的な役割を担うこととする。 

 

 活動方針  

（１）大学等の地域貢献活動の支援 

（２）まちの活性化（地域社会の発展） 

（３）加盟大学等を全国に周知する活動 

（４）学生イベント活動等への支援 

（５）加盟大学等と産業界・行政等との連携 

（６）生涯学習の推進 

（７）外国人留学生の生活、活動支援体制の充実 

 

 実施事業  

（１）大学等連携事業 

（２）情報発信事業 

（３）学生活動支援事業 

（４）産学公連携事業 

（５）生涯学習推進事業 

（６）外国人留学生支援事業 

 

 構成団体  

・大学等（25） 

工学院大学、明星大学、東京工業高等専門学校、帝京大学、帝京大学短期大学、 

東京造形大学、東京純心大学、杏林大学、多摩美術大学、創価大学、創価女子短期大

学、東京薬科大学、拓殖大学、中央大学、日本文化大學、法政大学、東京工科大学、 

東京都立大学、山野美容芸術短期大学、ヤマザキ動物看護大学、東京家政学院大学、 

サレジオ工業高等専門学校、デジタルハリウッド大学、桜美林大学、多摩大学 

 ・市民・経済団体等（5） 

八王子商工会議所、八王子市学園都市推進会議、八王子学生委員会、 

（公財）大学セミナーハウス、（公財）八王子市学園都市文化ふれあい財団 

 ・行政（1） 

八王子市 
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総会・・・会員の代表者で構成し、事業計画・予算、事業報告・決算、役員の選任について議決する。 

 

理事会・・・理事は9名以上15名以内（総会で選任）で構成し、総会へ付議すべき事項や総会の議決を要しない

事項について議決する。会長1名、副会長2名は理事の中から互選で決定する。 

 

運営委員会・・・理事が所属する団体の事務担当者及び会長が指名する数名で構成し、理事会提出議案や理事会の

議決を要しない事項などの協議を行う。 

※理事担当校のみ  

  大学等連携部会・・・大学事務担当者で構成する。 

【所掌事業】大学等連携事業、外国人留学生支援事業 

 

     小中高大連携ワーキンググループ ・・・大学事務担当者、教員で構成する。 

【所掌事業】小中高と大学の連携事業を企画・実施（「夏休み子どもいちょう塾」等） 

 

     FD・SD専門委員会 ・・・大学事務担当者、教員で構成する。 

【所掌事業】FD・SDの推進事業を企画・実施（「FD・SDフォーラム」等） 

 

     留学生対策ワーキンググループ ・・・大学事務担当者で構成する。 

【所掌事業】留学生の生活支援や地域との交流促進事業の企画・実施（「留学生座談会」等） 

 

     単位互換協定校連絡会・・・大学事務担当者で構成する。 

【所掌事業】単位互換の推進に伴う協定校間の調整  

 

     大学等防災対策連絡会・・・大学事務担当者で構成する。 

【所掌事業】防災対策の推進に伴う加盟校間の意見交換と連携・調整（「大学等防災対策連絡会」等） 

 

  市民・学生連携部会 ····· ・・・市民組織である学園都市推進会議、学生委員会で構成する。 

【所掌事業】学生活動支援事業（「学生企画事業補助金」「八王子まつり山車曳き体験」等） 

 

  八王子地域学生活動連絡会 

【所掌事業】ボランティア活動等に係る情報交換および、事業の企画・実施 

 

  産学公連携部会・・・大学教員などで構成する。 

   【所掌事業】産学公連携事業 

 

     産学公連携ワーキンググループ ・・・大学教員などで構成する。 

【所掌事業】産学公連携に係る事業の企画・実施 

 

     学生発表会ワーキンググループ ・・・大学教員などで構成する。 

【所掌事業】学生発表会の企画・実施（「学生発表会」等） 

 

八王子学生CMコンテストワーキンググループ ・・・大学教員などで構成する。 

【所掌事業】八王子学生CMコンテストの企画・実施（八王子学生CMコンテスト） 

 

  生涯学習推進部会 ・・・学園都市大学運営委員会委員が兼ねる。 

   【所掌事業】生涯学習推進事業（「八王子学園都市大学（いちょう塾）」）26年度実績）】年3回：5

月、9月、 

   ※１ 監事は2名とし会則で定める。 

   ※２ 部会では、具体的な事業の実施方法、実施内容について協議し、構成員及び人数については、運営委

員会で決定する。 
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（１）小中高と大学との連携 

第 10 回夏休み子どもいちょう塾（中止） 

【概  要】 子どもの学ぶことへの関心・意欲を高めることを目的と

して、加盟大学等が、その特色を活かし、小学校高学年（4

～6 年生）を対象とした夏休みの特別講座を開催している。

昨年度と同様に、八王子市学園都市センター、八王子市生

涯学習センター（クリエイトホール）を会場に開催準備を

進めた。本事業開催の条件として、①講座提供校で当該講

座開講の許可が得られること、②6 月 1 日の時点で小学校

が再開していること、③会場使用が再開されていることと

したが、最終的に新型コロナウイルス感染症の感染状況を

鑑み、7 月 16 日に中止を決定した。 

※以下、開催計画及び中止の経緯 

【開催日時】7 月 18 日（土）・19 日（日）10：00～15：00 

【会  場】八王子市学園都市センター 

八王子市生涯学習センター 

【共  催】八王子市 

八王子市教育委員会 

【協  力】公益財団法人八王子市学園都市文化ふれあい財団 

東京医科大学八王子医療センター 

【申込者数】421 名（八王子市立小学校 60 校、その他 1 校） 

      ※開講講座受入人数の約 2 倍の応募 

【広  報】・リーフレット（25,000 部） 

配布先 : 八王子市立小学校 4～6 年生全児童 

       ・はちバス車内広告（6 月） 

       ・大学コンソーシアム八王子、八王子市ウェブサイト等 

【経  緯】・5 月 12 日 小学校校長会で開催を案内 

      ・6 月 1 日 市内小学校の再開確認 

      ・6 月 8 日 学園都市センター等会場の使用再開 

・6 月 14 日 講座提供校の判断に基づく講座実施可否の決定 

・6 月 15 日 八王子市立小学校 4～6 年生全児童にリーフレット配布 

      ・6 月 30 日 参加申込締め切り 

      ・7 月 6 日 申込者へ受講講座等の通知 

      ・7 月 16 日 開催中止を受講者等へ通知 

リーフレット 
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【プログラム】※灰色の講座は 6 月 15 日時点で中止が決定していた講座 

・7 月 18 日（土） 

科目 講座名 学校名 講師名 

理科 
ほねほね教室（タイのタイを取り出して

みよう） 

ヤマザキ動物

看護大学 
今村 伸一郎 

理科 ロボット・カーを作ろう 拓殖大学 吉森 茂 

理科 
ミネラルウォーターの硬度を測定して

みよう -化学分析を体験してみよう- 

東京工業高等

専門学校 
雑賀 章浩 

理科 食べ物の色を分離（ぶんり）してみよう 東京薬科大学 藤川 雄太 

理科 手作りの望遠鏡を作ってみよう！ 法政大学 藤田 貢崇 

理科 光の魅力～３原色 LED キッドの製作～ 工学院大学 山口 智広 

図画工作 組み紐で作品作り 
山野美容芸術

短期大学 
大野 淑子 

図画工作 
スクリーンプリント・東京造形大学ワー

クショップ 
東京造形大学 佐竹 宏樹 

体育 ボッチャをやってみよう 創価大学 杉本 久吉 

国語・英語 
英語絵本の中で、オリンピック選手にな

ろう！ 
明星大学 髙橋 和子 

総合学習 
アロマテラピーって何だろう？ -アロ

マグッズを作ってみよう- 
杏林大学 西村 伸大 

総合学習 
きみも CG 映像作家になれる！合成映像

を作ってみよう！ 
東京工科大学 菊池 司 

総合学習 
迷路 2020 ～スクラッチでゲームつ

くり～ 
中央大学 斎藤 正武 

 

・7 月 19 日（日） 

科目 講座名 学校名 講師名 

図画工作 スマホスピーカーを作ろう 
サレジオ工業

高等専門学校 
木下 直樹 

図画工作 
カリンバを作って楽しく鳴らしてみよ

う！ 
東京純心大学 井上 救 

国語・英語 

世界一小さな自分だけの本を作ってみ

よう！ 私の物語ー10 年後の自分は何

をしているかなー 

東京純心大学 咲間 まり子 

国語・英語 旅行で使う英会話 
サレジオ工業

高等専門学校 

ポール・マッカ

ン 

理科 光る！化学実験をしよう！ 東京薬科大学 佐藤 弘人 

理科 光の魅力～３原色 LED キッドの製作～ 工学院大学 山口 智広 

社会 君も裁判員に挑戦しよう！ 日本文化大学 轉法輪 慎治 

総合学習 
アロマテラピーって何だろう？ -アロ

マグッズを作ってみよう- 
杏林大学 西村 伸大 

総合学習 ブレイドヘアをマスターしよう！ 
山野美容芸術

短期大学 
秋田 留美 
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総合学習 

アンニョンハセヨ！～韓国文化体験講

座～韓国伝統工芸作品作りとチマ・チョ

ゴリ体験～ 

東京純心大学 大竹 聖美 

総合学習 
きみも CG 映像作家になれる！合成映像

を作ってみよう！ 
東京工科大学 菊池 司 

総合学習 
迷路 2020 ～スクラッチでゲームつ

くり～ 
中央大学 斎藤 正武 

 

 

（２）FD・SD の推進 

①第 10 回大学コンソーシアム八王子 FD・SD フォーラム（オンライン開催） 

【概  要】 大学コンソーシアム八王子加盟 25 の大学・短大・高専連携による資源の共有化

と相互補完、効率的な教育改革の推進を目的に、第 10 回大学コンソーシアム八王

子 FD･SD フォーラムを開催した。今回のフォーラムでは、高等学校と大学の双方

の教育事情に詳しい関係者を招聘し、高大接続改革の本来の目的について現場の

状況や事例を交えながら、未来を担う学生・生徒の教育をより優れたものとする

ための情報を共有する機会とし、全国の大学教職員・学生並びに企業関係者が参

加した。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、今回のフォーラムは基調講

演およびパネルディスカッションのみの開催、かつオンライン（ライブ配信）に

よる実施となった。 

【開催日時】8 月 18 日（火）13:00～17:00 

【会  場】八王子市学園都市センター イベントホール 

【共  催】八王子市 

【後  援】文部科学省 

【申込者数】402 名（203団体） 

【広  報】・ASAGAO メール（京都大学高等教育研究開発推進センター） 

      ・大学コンソーシアム八王子ウェブサイト等 

【テ ー マ】高大接続改革 2.0 に向けて 

―高等学校と大学の相互理解で教育のアップデートを― 

【プログラム】基調講演 1 

タイトル：大学入学者選抜改革の現状と令和３年度大学入学者選抜について 

講 演 者：前田幸宣氏（文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学入試室長） 

   基調講演 2 

タイトル：コロナ禍における大学入試とこれから―新しい信頼関係の構築―  

講 演 者：後藤健夫氏(教育ジャーナリスト） 
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   話題提供 

タイトル：高校現場と高校生は大学をどのように捉えているか 

―高大を繋ぐために必要なことと、欠けていること―  

講 演 者：倉部史記氏(高大共創コーディネーター／NPO 法人 NEWVERY 理事） 

   事例報告 

タイトル：中等教育から大学教育における「情報教育」のあり方について考え

る―社会へと繋がる主体的・対話的な学びを通して―  

講 演 者：有山裕美子氏(工学院大学附属中学校・高等学校 教諭） 

 パネルディスカッション 

パネリスト：前田幸宣氏、後藤健夫氏、倉部史記氏、有山裕美子氏 

ファシリテーター：望月雅光氏(大学コンソーシアム八王子 FD・SD 専門委員会副委員

長／創価大学 経営学部教授 教育・学習支援センター長） 

 

 

 

 

 

 

 

②SD 勉強会（中止） 

【概  要】 大学コンソーシアム八王子加盟校のみならず、全国の教職員が、日々抱える課題

や問題について、講演やディスカッションを通じて、他大学等の事例を共有しな

がら自らの考えを深めることで能力向上と連携強化を目指し、例年開催している。 

例年 11 月頃に開催しているが、本年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ

り中止した。 

 

 

 

 

 

話題提供 事例報告 パネルディスカッション 

基調講演 1 基調講演 2 
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単位互換履修生募集ガイド 

（３）単位互換の推進 

【概  要】 加盟 25 大学等のうち、単位互換協定を締結している大学

等に在籍する学生は、履修料等免除された単位互換制度で、

新しい学び、人との出会いを経験できるこの学習環境を提

供している。 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、す

べての協定校で学生の受入れ・派遣を中止した。 

主な取組として、単位互換情報の見易さの向上に向け、毎

年発行・配布している単位互換履修生募集に加え、ウェブサ

イトを学校別、科目分野別に科目（シラバス）検索ができる

ように改修し、受講希望者への利便性を高めた。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う大学等におけるオンライン

授業の実施や閉校期間が設定されたことから、前期（春学期）と後期（秋学期）

の開始前に、単位互換協定校間で学生の受入・派遣および授業開始日、授業方法

等に関する情報を共有した。 

【提供科目】137 科目（当初予定） 

【協 定 校】多摩美術大学、東京工科大学、創価大学、サレジオ工業高等専門学校、ヤマザキ動

物看護大学、東京家政学院大学、東京工業高等専門学校、山野美容芸術短期大学、

東京造形大学、東京純心大学、杏林大学、明星大学、工学院大学、帝京大学、帝

京大学短期大学、拓殖大学 

 

 

（４）大学の地域防災対策の推進 

大学等防災対策連絡会 

【概  要】 講演等を通じた加盟校における防災情報の共有や取組

の充実に加え、八王子地域 23 大学等で締結した「災害

時用備蓄等の物資の供給等に関する相互応援協定」の円

滑な運用を目的に、毎年開催している。 

今年度は「コロナ禍における防災対策」をテーマに 2

名の講師を招聘し、事例紹介を行った。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策のため、会場とオンライン（Zoom）を併

用して開催した。 

【開催日時】2 月 26 日（金）14：00～16：00 

【会  場】学園都市センター 第 5 セミナー室及びオンライン（Zoom） 

【参加者数】25 名（17 大学等） 

【テーマ】コロナ禍における防災対策 

大学等防災対策連絡会の様子 
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【プログラム】講演 1 

タイトル：「コロナ禍における避難所運営」 

講  師：八王子市 生活安全部 防災課 職員 

講演 2 

タイトル：「災害時における感染症対策」 

講  師：齋藤健吾氏（東京医科大学八王子医療センター 救命救急センター 

救急コーディネーター） 

 

 

（５）大学施設の市民開放推進 

加盟大学等の大学図書館・運動施設・教室等の開放状況について調

査し、市民が大学を身近に感じられるよう、その結果を「大学施設の

市民の方への開放状況一覧」にまとめ、ウェブサイト上で公開した。 

なお、本年度は新型コロナウイルス感染症対策上、施設の貸し出し

を制限する加盟校もあったことから、ウェブサイトにおいて、利用者

に対し加盟校の開放施設にかかる問い合わせをご遠慮いただく旨書き

添えた。 

 

 

（６）学生の就職活動支援 

新卒応援！多摩プロジェクト「合同企業説明会 in 八王子」 

【概  要】 公益財団法人東京しごと財団が、新卒者などの採用に意欲的な中小企業等と新卒

未内定者などが直接交流できるプレマッチングの場として実施する「合同企業説

明会」に共催し、加盟大学等の学生への周知などを行った。 

【開催日時】5 月 19 日（火）※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

      9 月 15 日（火） 

【会  場】京王プラザホテル八王子 

【参加者数】9 月 15 日（火）  参加者 150 名 参加企業 34 社 

【主  催】公益財団法人東京しごと財団（東京しごとセンター多摩） 

【共  催】八王子市 

日野市 

大学コンソーシアム八王子 

【後  援】公益財団法人東京都中小企業振興公社 

公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩 

一般社団法人首都圏産業活性化協会 

 

施設開放状況（WEB 画面） 
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（１）冊子による情報発信 

①大学コンソーシアム八王子情報 Vol.18 号「八王子まるごと子どもキャンパス」 

【概  要】 加盟大学等が主催する子ども向けイベントを紹介するもの

で、市内公立小学校の全児童に配布している。本年度はコ

ロナ禍の影響により、加盟校における児童向けイベントの

中止等に伴い、発行時期の変更と紙面の縮小を行った。ま

た、高校生を主な対象者として発行する「学園都市「八王

子」で学ぼう 八王子の大学を選ぶための【キャンパスガ

イド】」よりも本誌への情報掲載が適当である高等専門学

校の記事（本年度はサレジオ工業高等専門学校）を併せて

掲載した。 

【発 行 日】11 月 11 日（水） 

【発 行 数】30,000 部 

【配 布 先】市内公立小学校（70 校） 

 

 

②大学コンソーシアム八王子パンフレット 

【概  要】 掲載内容を改定した。 

【発 行 日】4 月 30 日（木） 

【発 行 数】1,500 部 

【配 布 先】・加盟大学等、加盟団体 

      ・各種イベント等における参加者 

 

 

③進学ガイダンス等での情報誌配布（大学コンソーシアム八王子情報 Vol.17 号「学園都市「八

王子」で学ぼう 八王子の大学を選ぶための【キャンパスガイド】」） 

【概  要】 令和 2 年発行の高校生向け情報誌「大学コンソーシアム

八王子情報 Vol.17 号「学園都市「八王子」で学ぼう 八王

子の大学を選ぶための【キャンパスガイド】」」を、市内の

高等学校や進学ガイダンスなどで配布・配架し、大学コン

ソーシアム八王子及び加盟大学等の魅力発信を行った。 

【発行数】20,000 部 

 

 

パンフレット 

情報紙 Vol.18 

情報紙 Vol.17 
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【進学ガイダンス配布・配架会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④2021 新入生のための八王子生活便利帳「シティインデックス八王子」 

【概  要】 大学生活を始める新入生のための生活便利帳「シティイ

ンデックス八王子」を八王子市学園都市推進会議と共同で

発行し、学生及び市民に学園都市八王子の魅力を広く周知

した。 

【制作・編集】八王子市学園都市推進会議 

【発 行 日】令和 3 年 4 月 1 日（木） 

      ※制作・編集は令和 2 年度中に実施 

【発 行 数】35,000 部 

【配 布 先】・加盟大学等 

 

 

 

2021 新入生のための 

八王子生活便利帳 

※来場者数は、配架数を示すものではない。 

会場
配布数

（部）

1 大学進学博2020 池袋 923

2 進学ガイダンス 横浜 610

3 進学ガイダンス 京都 298

4 進学ガイダンス 長崎 348

5 進学ガイダンス 唐津 116

2,295

会場
来場者数

（参考）※

1 進学ガイダンス 横浜 449

2 進学ガイダンス 相模大野 100

3 進学ガイダンス 大宮 243

4 進学ガイダンス 宇都宮 551

5 進学ガイダンス 水戸 342

6 進学ガイダンス 千葉 78

7 進学ガイダンス 府中 353

8 進学ガイダンス 高崎 1,075

9 進学ガイダンス 桐生 389

3,580

配布数合計

配

架

来場者数合計

配

布

名称

名称
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（２）掲載記事等による情報発信 

①学園祭情報 

【概  要】 加盟大学等が開催する学園祭等の情報を集約し市民に周

知するための情報発信を行った。 

【掲 載 先】・八王子市学園都市文化ふれあい財団発行 

「情報誌ラ♪ラ♪ラ 9 月号」 

      （八王子市内新聞折り込み広告；215,000 部） 

      ・その他 

       大学コンソーシアム八王子ウェブサイト 

       学園都市センター窓口にて、学園祭日程表を配布 

 

 

 ②メディアによる取材等 

【概  要】学生発表会について、取材に対応した。 

【掲載先等】J:com 八王子 

 

 

（３）インターネットによる情報発信 

【概  要】Facebook や Twitter による効果的な情報発信を行った。 

【発信件数】Facebook 31件 

      Twitter  45件 

 

 

 

 

（１）学生企画事業補助金 

①学生企画事業補助金 

【概  要】 加盟大学等の学生が、八王子地域を舞台として企画・運

営・実施するイベントやプロジェクト（自由企画部門，補

助上限金額 10 万円）及び地域の課題解決に向けた調査・研

究活動（指定課題部門；（公社）八王子観光コンベンショ

ン協会から提案のあった「八王子ならではの MICE 事業への

提言～住む人にも、訪れる人にも、魅力的な MICE 都市八王

子実現に向けて～」，補助上限金額 20 万円）に対し、大学

コンソーシアム八王子がその費用の一部を補助する。自由

企画部門で 6 大学等 7 団体、指定課題部門で 3 大学 4 団体

学園祭情報 

募集ポスター 
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の事業が採択された。なお、コロナ禍の影響により、募集期間を延長した。 

【募集期間】4 月 1 日（月）～5 月 22 日（金） 

※審査依頼書類締切 5 月 28 日（木）17:00  

※一次選考日 6 月 5 日（金） 

※二次選考日 6 月 19 日（金）【自由企画部門】  

6 月 16 日（火）【指定課題部門】 

【申込件数】自由課題部門 8 件（採択件数 7 件） 

指定課題部門 4 件（採択件数 4 件） 

【採択団体】自由課題部門 

学校名 団体名 事業名 

多摩大学 梅澤佳子ゼミ 
世代間交流八王子駅前サロンプロジ

ェクト 2020 

創価大学 丸田ゼミ 
八王子産酒米米粉を利用したプラス

ティク代替品の開発 

サレジオ工業

高等専門学校 
学科プロジェクト ロボット教室 2020 in サレジオ 

東京家政学院

大学 

栄養指導研究室  

食育研究会（三澤ゼミナー

ル） 

八王子発インスタ映えする食事摂取

推進のための取り組み 

創価女子短期

大学 

水元研究室  

チーム Passionista 

Passion Power ～八王子パッション

フルーツのパワフルな魅力を届けよ

う～ 

創価大学 尾崎ゼミ 
ウェルカムタウン八王子プロジェク

ト 

中央大学 
経済学部伊藤伸介ゼミ 

商品開発班 

八王子ショウガを使った万能ショウ

ガドレッシングの開発と八王子ショ

ウガについての情報発信 

 
 

指定課題部門 

学校名 団体名 事業名 

帝京大学 小笠原ゼミナール 

八王子ならではの MICE 誘致に向けて

～多様な主体の連携による観光資源

開発～ 

東京家政学院

大学 

栄養指導研究室  

食育研究会（三澤ゼミナー

ル） 

女子大学生による「ハラル・ヴィーガ

ンにも対応！8 王子様のレシピ集」の

企画開発 

～見て、作って、味わって、学んで繋

がろうＭＩＣＥ都市八王子～ 

東京造形大学 MD 研究室 
プロジェクションマッピング八王子

城址 

東京造形大学 MD 研究室 
世界と繋がる八王子シルクロードプ

ロジェクト 

      

 ②学生企画事業補助金 成果報告会 

【概  要】 口頭発表を通じて、学生の活動を地域がどう評価したのか、学生にとってどんな
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学びにつながったのかなどについて意見交換することで、地域と大学との相互理解

を深めた。 

【開催日時】2 月 21 日（日） 

【会  場】オンライン開催（Zoom 利用） 

【参 加 者】55 名 

【プログラム】・口頭発表（自由課題部門）（指定課題部門） 

※地域関係者の方のコメント、採択団体からの質疑、審査員からの質疑   

 

 

（２）地域貢献活動 

①八王子地域学生活動連絡会（講演会） 

【概  要】 各加盟大学等のボランティアセンターや学生担当部署等と連携した組織をつくり、

大学等間の関係づくりや相互関係、さらには社会福祉協議会等の地域組織との連携

づくりを推進することを目的とする「八王子地域学生活動連絡会」の一環として、

同連絡会員を対象とした講演会を行った。 

【開催日時】10 月 9 日（金） 14 時～17 時 

【テーマ】「コロナ禍での高齢者と学生の交流」 

【プログラム】 講演 1 

タイトル：コロナ禍での高齢者と学生の交流の提案 

講 演 者：千種康民氏（東京工科大学 メディア学部 准教授）  

    事例紹介 1 

タイトル：同志社大学での取り組み事例の紹介 

講 演 者：高橋あゆみ氏（同志社大学 ボランティア支援室） 

    事例紹介 2 

タイトル：多摩大学での取り組み事例の紹介 

講 演 者：菅原侑士氏（多摩大学梅澤ゼミナール 学生） 

講演 2 

タイトル：コロナ禍での高齢者と学生の交流の教育効果 

講 演 者：梅澤佳子氏（多摩大学 経営情報学部 経営情報学科 教授）  

 

 

②八王子まつり山車曳き体験（中止）（留学生対策ワーキンググループと共同） 

【概  要】 例年、地域貢献活動の一環として、八王子まつり山車曳き体験を実施している

が、新型コロナウイルス感染症の影響により八王子まつり中止に伴い、山車曳き

も中止になったことから、体験活動は中止した。 
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（３）学生活動の支援 

①八王子地域合同学園祭 第 15 回★学生天国★の共催 

【概  要】 八王子学生員会主催「第 15 回★学生天国★」の共催として、運営や事業費の一

部補助等の支援を予定していたものの、新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま

え関係機関等と協議した結果、4 月 2 日に同催事は中止となった。 

 

 

②八王子地域合同学園祭 ビッグウエスト学生フェスティバル 2020 の共催 

【概  要】 八王子市学園都市推進会議主催「ビッグウエスト学生フェスティバル 2020」の

共催及び事業費の一部補助等の活動支援を予定していたものの、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を踏まえ関係機関等と協議した結果、4 月 2 日に同催事は中止と

なった。 

 

 

③第 40 回八王子いちょう祭り 学生広場の運営支援 

【概  要】 八王子学生委員会が「八王子いちょう祭り」に参加するにあたり、運営や連絡調

整等の支援を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により同広場開

催は中止となった。 

 

 

（４）八王子市学園都市推進会議の支援 

【概  要】 ビッグウエスト学生フェスティバルをはじめ、八王子市学園都市推進会議が企

画・運営する各事業について、大学等への連絡調整などの支援を行った。 

 

 

 

 

（１）学生発表会の開催 

①第 12 回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

【概  要】 学生発表会は、加盟大学等で学ぶ学生が一堂に会し、日頃の学びの成果や地域へ

の提案などを発表するもので、学生に建設的で正確な情報を伝達する能力を育む

機会を提供するとともに、学生ならではの視点やアイデアを八王子地域に広く公

開すること、ひいてはその発展に寄与することを目的に毎年開催している。 

本年度はコロナ禍の影響を考慮し、開催方法を大幅に変更し、加盟大学等によ

る学生の行動規制の実施に配慮し、オンライン（ライブ配信）による口頭発表を

追加した。産業・市政への提案は、農・食セッションと観光セッションの 2 つの
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開催記録 

学生が制作したポスター 

産業界への提案セッションと、市長に直接提案を行う「学生

が八王子市長に直接提案！～最終選考会～」をオンラインに

よる口頭発表で実施した。会場における発表（口頭・ポスタ

ー・展示）は座席指定制をはじめ、参加者同士の接触と飛沫

の飛散防止を徹底して実施した。また、来場者はオンライン

も含めて、原則発表者と指導教員等に限定し、市民等の一般

来場者の聴講を禁止した。そのため、質疑応答は、予め指定

された学生が行う方法で実施した。 

新型コロナウイルスの影響により、令和 2 年度学生発表会

の開催方法は大幅な変更を行ったことから、運営記録資料

として「第 12 回大学コンソーシアム八王子学生発表会 開催記録」を作成した。 

なお、開催にあたり、発表者および参加者を募集するポスターは、加盟大学等

で学ぶ学生から募集した（P.19 参照）。 

【開催日時】12 月 5 日（土）・6 日（日） 

【会  場】八王子市学園都市センター・オンライン（Zoom） 

【後  援】八王子市教育委員会 

【参 加 者】発表者および指導教員等に限定 

【発表件数】167 件（昨年比 55 件減） 

      口頭発表    ： 107 件[会場：29 件 オンライン：78 件]

（昨年比 30 件減） 

                    ※農・食セッション 8 件、観光セッション

7 件、学生が八王子市長に直接提案！～

最終選考会～8 件を含む 

      ポスター発表： 44 件（昨年比 25 件減） 

      展示発表  ： 16 件（昨年比増減なし） 

【教育講演】有識者による講演 

本年度は会場での開催が難しいことに加え、ライブやオンデマンドでの配信の

場合、学生に視聴される保証が無いということ、さらに学生発表会開催の体制が

例年とは異なることから講演は中止とした。 

【受 賞 者】 

農・食セッション 最優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

八王子産酒米米粉を利用したプラスティク代替品の

開発 
今村 裕一 創価大学 

 

農・食セッション 審査員賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

八王子野菜が人と人を繋ぐ架け橋に 大前 遥 創価女子短期
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大学 

「八王子版！SDGs教育の推進に向けた地域(すご)教

材(ろく)」 
林 菜摘実 創価大学 

 

農・食セッション 特別賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

タカクラディッシュビューティー 伊藤 明凜 
創価女子短期

大学 

 

観光セッション 最優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

ムスリム＆ベジタリアン対応レシピコンテスト 箕浦 葵 創価大学 

 

観光セッション 審査員賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

八王子市地元再発見のためのバーチャルお散歩マッ

プ 
木村 倫太郎 拓殖大学 

いつでもどこでも気軽に八王子の魅力を発見！ 井上 朋香 
創価女子短期

大学 

 

口頭発表（対面） 優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

IH 調理器使用時における不快感と生体信号の関係 岩佐 駿 
サレジオ工業

高等専門学校 

高温雰囲気における単結晶シリコンウエハの強度特

性 
古賀 由泰 工学院大学 

排気ガスに含まれる VOC分解用 Fe-Pt/Al2O3触媒の開

発 
綱島 麻由子 

東京工業高等

専門学校 

遠隔地での運用を想定した土壌水分浸透センサシス

テムの検討 
澤田 陸志 

サレジオ工業

高等専門学校 

 

口頭発表（オンライン） 優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

マイクロストリップラインと同軸ケーブル接合部に

おけるインピーダンス整合改善に関する研究 
蓮沼 栄太朗 拓殖大学 

液滴の固体面衝突時の表面性状の影響 南 風大 工学院大学 

高次脳機能障がい者が自身の拠り所を見つけ社会復

帰へ 
高橋 直美 創価大学 

無機黒色顔料を塗布した熱電素子における発電特性 小林 恵士 
サレジオ工業

高等専門学校 

小型簡易分光反射率測定器の改良 加藤 峻 
サレジオ工業

高等専門学校 

保育園児のお片付け支援と保育士の負担軽減を目指

したロボット活用の検討 
仁藤 まなみ 

創価女子短期

大学 

判じ絵による日本語の見直し 加來 夢穂 
サレジオ工業

高等専門学校 
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ポスター発表 優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

CD4 を認識する DNA アプタマーの解析とバイオアッ

セイへの応用 
許 セツトウ 東京工科大学 

Raspberry Pi を用いた複数の生体信号の測定を行う

携帯型システムの開発 
張 帥 拓殖大学 

PV モジュールに塗布した PV 用分子結合チタニアシ

リカ光触媒の長期的有効性の検討 
齋藤 虎大 

サレジオ工業

高等専門学校 

交流電池に接続するコッククロフト-ウォルトン回

路に関する基礎研究 
千葉 穣 

サレジオ工業

高等専門学校 

ジェスチャーを用いたスカラーロボットの制御に関

する研究 
何 沐キン 拓殖大学 

透明電極/Si ショットキー界面の酸化層が太陽電池

に及ぼす影響 
渡辺 貴夫 工学院大学 

 

展示発表 優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

プログラミングを学ぶ学生自身が主体となる「小学

生向けプログラミング実習講座」 
石田 一翔 

東京工業高等

専門学校 

木葉天目に残す土地の記憶 井上 七海 
サレジオ工業

高等専門学校 

 

口頭発表（対面） 準優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

ゲート絶縁膜に CYTOP を用いたトップゲート構造酸

化インジウム TFT の低温作製と特性評価 
熊本 勇紀 工学院大学 

セラミックス/金属接合強度と相手金属の材料特性

との関連 
梶 将季 工学院大学 

酸化インジウム透明導電膜へのホウ素ドーピング効

果の比較検討 
森  峻 工学院大学 

あるべき姿の総合型地域スポーツクラブに向けた一

考察 
高野 蓮汰 帝京大学 

 

口頭発表（オンライン） 準優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

熱溶解積層 3D プリンターの造形物の機械的特性に

及ぼす積層方向の影響 
鈴木 翔太 

サレジオ工業

高等専門学校 

新規抗がん剤開発へ向けたテロメア DNA の機能解析 和田 亮平 東京工科大学 

気候変動対策を市民の手で！ 前島 奈緒子 創価大学 

Ar プラズマ処理と Ar+イオンビーム照射による PTFE 

表面のぬれ特性の検討 
中山 芳隆 工学院大学 

電磁加速を用いたバリスティックレンジの開発 森田 迅亮 
サレジオ工業

高等専門学校 

189（イチハヤク） 谷上 幸子 
創価女子短期

大学 

「スタンド・バイ・八王子」 北條 久美 創価大学 
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ポスター発表 準優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

廃棄となる生花を使用した雑貨店のブランディング 細谷 瑠香 
サレジオ工業

高等専門学校 

Raspberry Pi を活用した遠隔授業の音声認識システ

ムの研究 
古澤 太清 

サレジオ工業

高等専門学校 

温度分布からレーザーパワーと照射座標を推定する

AI の開発 
中尾根 美樹 東京工科大学 

ZrOx/SiOxスタック型 ReRAMの動作機構解明に向けた

電極界面挙動の理解 
浪花 大暉 工学院大学 

3 拍子，4 拍子を自己相関関数により推定する 三木 允拓 
サレジオ工業

高等専門学校 

パラジウム触媒脱水素化を利用したプロピオフェノ

ンからのβ-ケトエステルの合成 
石原 怜依 東京工科大学 

 

展示発表 準優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

在宅ワークを快適にする椅子 大澤 瑳希子 
サレジオ工業

高等専門学校 

新しい暮らし方へ繋がる家 山口 陽楓 
サレジオ工業

高等専門学校 

 

学生が八王子市長へ直接提案！～最終選考会～ 最優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

高齢者の生活に灯を！Lightsプロジェクト 有馬 広喜 創価大学 

 

学生が八王子市長へ直接提案！～最終選考会～ 優秀賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

市民が安心・安全に過ごせる避難所の提案 縄 あすか 創価大学 

ICT による移動困難者向け送迎支援ネットワーク構

築活動の円滑化 
中野 良春 

東京工業高等

専門学校 

 

学生が八王子市長へ直接提案！～最終選考会～ 特別賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

高齢者福祉施設でのロボットを用いたオンライン面

会の提案 
山口 愛海 

創価女子短期

大学 

 

学生が八王子市長へ直接提案！～最終選考会～ 奨励賞 

発表タイトル 代表発表者名 学校名 

国際理解教育のための情報共有サイト「Gotcha!（ガ

ッチャ！）」の提案 
松山 美華 創価大学 

新しい生活様式に対応した「八王子ソロキャンプ」 鎌田 優佳 拓殖大学 

グリーンインフラによる水害対策とつながりの構築 木村 友哉 創価大学 

民間の力で空き家を再生 馬場 一樹 杏林大学 
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作品募集ポスター 

 

      
口頭発表（会場）        口頭発表（オンライン）       ポスター発表      

     
展示発表          表彰式（会長の挨拶）      表彰式（受賞者の発表）   

 

 

②学生発表会開催周知用ポスターの募集 

【概  要】 学生発表会の発表者募集ならびに参加者募集のた

めのポスターは、下記の通りに加盟校の学生から募

集し、学生発表会ワーキンググループ委員による投

票で選出した。なお、本年度は、応募件数多数のた

め、採択作品（最優秀賞）に加え、入選作品（ポス

ター制作者の重複を除く得票数の上位 2 割に相当す

る 6 作品）も選定した。最優秀賞と入選作品は、ウ

ェブサイトに掲載するとともに、学生発表会当日に

は会場に展示した。最優秀賞は、印刷物として加盟

大学等に配布し、学内等に掲示された。 

【規 格 等】・サイズ ：B2（縦） 

・色数  ：4 色分解 

・提出方法：PDF データ 

【応募資格】加盟校の学生個人または、グループ 

【エントリー締切日】6 月 1 日（月）（期間延長） 

【作品提出締切日】6 月 5 日（金）（期間延長） 

【応募件数】7 大学等、23 名の学生から 33 作品 

【採択作品】作者 ：今野 瑠茉   学校名：東京純心大学 現代文化学部 

【入選作品】作者 ：宮崎 仁美   学校名：東京都立大学 システムデザイン学部 

作者 ：鳥山 璃玖   学校名：工学院大学大学院 工学研究科 

作者 ：ムン ヘリン  学校名：東京造形大学 造形学部 

作者 ：小野 はるか  学校名：東京造形大学 造形学部 
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作者 ：JI HYUNSOO   学校名：東京造形大学 造形学部 

作者 ：北條 久美   学校名：創価大学 法学部 

 

 

（２）八王子学生 CM コンテスト（中止） 

【概  要】 大学コンソーシアム加盟非加盟を問わず、大学・大学院・高等専門学校・専門

学校生を対象に、「八王子で暮らす」をテーマに八王子市の魅力を 30 秒の動画

CM にした作品を募集する八王子学生 CM コンテストを例年開催している。 

今年度は新型コロナウイルスの影響により学生の学外活動に制限がかかり、学

生の活動機会を確保することが難しいことから、9 月 28 日にコンテスト中止を決

定した。 

また、例年コンテスト開催にあたり事前開催している CM 制作の基礎を学ぶワー

クショップに関しても中止した。 

 

 

 

 

（１）学園都市大学との連携 

【概  要】 八王子地域 25 大学等及び企業、市民との協働により、市民の「意欲を持って学

ぶことのできる機会」提供を目的に開学されている「八王子学園都市大学(愛称：

いちょう塾)」について、運営等の支援を行った。 

①令和 2 年度八王子学園都市大学講座開設などの実績※ 

 【年間開講講座数】115 講座（前期 19 講座 後期 96 講座） 

 【受講者数】1,832 名  

②前期開講講座      

 【募集期間】令和 2 年 3 月 1 日（日）～7 月 14 日（火） 

 【開講期間】4 月～8 月  

 【開講状況】一般講座 19 講座(大学での正科授業のみ)※ 受講者数 1 名 

※大学等の正科科目は、いちょう塾受講生が 0 名であっても開講として扱う。 

       公開講座 なし 

③後期開講講座  

 【募集期間】7 月 15 日（水）～令和 3 年 2 月 28 日（日） 

 【開講期間】9 月～3 月 

 【開講状況】一般講座 73 講座 受講者数 917 名   

       公開講座 23 講座 受講者数 914 名  

※令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により講座中止等の影響が生じた。 
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（１）留学生同士や日本人学生・地域との交流促進 

①八王子まつり山車曳き体験（市民・学生連携部会と共同）（中止） 

八王子まつり中止に伴う山車曳きの中止により、体験活動は中止した。 

 

 

②留学生座談会 

【概  要】 外国人留学生の考えや意見の聴取、文化体験等をとおし、外国人留学生の学びの

促進や、日本・地域に対する親しみの醸成を促すことを目的に、加盟校に所属する

留学生を対象に毎年開催している。 

今年度の留学生座談会は 2 部構成とし、第 1 部では、日本における就労をテーマ

に、講師として外国籍社員を招聘し、事例紹介を行った。第 2 部では、留学生同士

のグループトークを実施した。 

第 1 部は、留学生の進路選択の一助となることを目的に、オリンパス株式会社に

協力を得て、同社で勤務する外国籍社員 2 名を講師として招聘し、日本における就

労やライフスタイルなどについて自身の経験をご講演いただいたのち、留学生との

質疑応答を実施した。 

第 2 部は、留学生間のコミュニケーションの創出を目的として、数名を 1 グルー

プに分けてグループトークを複数回行った。 

なお、開催形式は、海外に在住する学生への配慮、ならびに新型コロナウイルス

感染症対策のため、オンライン（Zoom）で実施した。 

【開催日時】3 月 5 日（金）14：00～15：50 

【会  場】オンラインで開催（Zoom） 

【参加者数】・留学生：26 名（10 大学等に所属する留学生） 

・オブザーバー等：18 名（講師、留学生対策 WG 委員

含む） 

【プログラム】・第 1 部 講演「日本における就労」（60 分程度） 

講  師①：オリンパス株式会社 広報部 社員 

講  師②：オリンパス株式会社 医療マーケテ

ィング部 社員 

・第 2 部 グループトーク（20 分×2 回） 

司  会：南 真也氏（デジタルハリウッド大学 １年次）  

内  容：1 グループは 3～5 名とし、自己紹介、フリートークを実施 

 

 

留学生座談会の様子 

留学生座談会プログラム 
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（２）教職員を対象とした「勉強会」の開催 

【概  要】 外国人留学生を取り巻く環境や課題に関する調査研究等を行い、加盟大学等にお

ける情報共有・課題解決の一助とすることを目的に、活動の一環として勉強会を開

催した。 

今年度は、「留学生に関するアフターコロナ・with コロナにおける留学生支援事

業について」をテーマとし、留学生支援に取り組む団体から講師を招聘し、他団体

における留学生支援の事例を学ぶ機会とした。 

なお、開催形式は、新型コロナウイルス感染症対策として、講師、受講者共にオ

ンライン（Zoom）で参加する方法で開催した。 

【開催日時】12 月 11 日（金）14：00～16：00 

【会  場】オンラインで開催（Zoom） 

【参加者数】14 名 

【テーマ】留学生に関するアフターコロナ・with コロナにおける留学生支援事業について 

【プログラム】・講演Ⅰ（60 分程度） 

タイトル：大学コンソーシアムおおいたにおける留学生支援の取組紹介 

講  師：大学コンソーシアムおおいた事務局 事務局職員 

 

・講演Ⅱ（60 分程度） 

タイトル：立命館アジア太平洋大学における留学生支援 

講  師：立命館アジア太平洋大学事務局職員 

 

 

 

 

（１）コロナ禍における取組 

新型コロナウィルス感染症の発生・拡大により社会状況が一変する中、関係機関と連携し、加

盟校への有効な情報提供や、情報共有に努めた。 

【コロナ禍での取組】 

取組 概要 時期 

学生の生活実態に

関するアンケート

（全 2 回） 

高等教育機関在籍学生の生

活における新型コロナウイ

ルス感染症の影響を把握

し、行政の支援政策に反映

することを目的に、八王子

市と連携してアンケートを

実施。調査結果は八王子市

■第 1 回調査 

【調査期間】 

5 月 21 日～5 月 29 日 

【対象者】 

大学コンソーシアム八王子加

盟校所属学生等 

【回答方法】 
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により公表され、メディア

でも取り上げられた。 

ウェブアンケート 

【調査結果】 

984 名 

（男性 635 名/女性 349 名） 

■第 2 回調査 

【調査期間】 

10 月 22 日～10 月 31 日 

【対象者】 

大学コンソーシアム八王子加

盟校所属学生等 

【回答方法】 

ウェブアンケート 

【調査結果】 

527 名 

（男性 303 名/女性 244 名） 

学生日程調査（コロ

ナ禍における各校

対応状況調査） 

例年加盟校に対して行う学

事日程調査の項目に、加盟

校の入校制限や催事状況、

授業方法などの項目を加え

実施した。回答結果は加盟

校間で情報共有を図った。 

【調査期間】 

5 月 21～6 月 30 日 

【回答方法】 

紙面調査（エクセルデータ） 

単位互換実施状況

調査 

大学等施設への入校制限や

登校制限等により、単位互

換学生の派遣・受入れにも

影響が生じていたことか

ら、単位互換実施状況を調

査し、協定校間での情報共

有及び学生への情報提供に

努めた。 

【調査期間】 

随時 

【回答及び情報共有方法】 

単位互換実施内容に変更が生

じた時点で、随時事務局に情報

を提供し、協定校間で共有。 

「八王子市学生支

援特別給付金」情報

の周知 

新型コロナウイルス感染症

の影響による経済的に困窮

する学生支援を目的に八王

子市が実施した給付金事業

について、加盟校への情報

周知にかかる協力を行っ

た。 

【周知時期】 

7 月/9 月 

【依頼内容】 

加盟校ウェブサイトや学内ポ

ータルを通じた「八王子市学生

支援特別給付金」制度の学生周

知 
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「 WEB セ ミ ナ ー

COVID-19 対策 in 

八王子『大学等高等

教育機関における

コロナ対策の現状

と課題』」開催情報

の周知 

「COVID-19 対応地域連携

WEB 会議」が主催する新型コ

ロナ感染症対策にかかるウ

ェブセミナーについて、八

王子市から依頼を受けて加

盟校への周知に協力した。 

【周知時期】 

2 月 

【対象者】 

加盟校教職員 

八王子学生委員会

が行った動画作成

にかかる協力 

新型コロナ感染症対策を学

生に伝えることを目的に、

八王子学生委員会が動画制

作を行うにあたり、事務処

理等の支援を行った。 

【動画制作時期】 

5 月 

【動画名】 

「Stay Home with Hachioji 

student committee」 

【掲載先】 

八王子市ウェブサイト 

 

 

（２）「第 17 回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」への参加（中止） 

大阪で開催を予定していた「第１7 回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」は、新型

コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

 

 

（３）加盟団体との連携強化 

 加盟大学等が開催する講演会等（3 校 3 件）に事務局員が参加した。 

 

 

（４）共催事業 

大学コンソーシアム八王子の目的に合致すると認められた次の事業に対し、共催事業の承認を

した。（P．31「共催事業取扱要綱」参照） 

共催名称等 内   容 

八王子地域合同学園祭 

第 15 回★学生天国★ 

5 月 10 日（日） 

主催者 八王子学生委員会   

目 的 八王子市の学園都市づくりを推進する「大学コ

ンソーシアム八王子」との共催により、本事業

の周知を充実させ、市民の理解向上と側面的支

援を得たい。学生による、日頃の活動の発表や

学生団体によるステージパフォーマンス。学生

同士・また学生と市民の交流を促進することで、
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（５）後援事業 

大学コンソーシアム八王子の目的に合致すると認められた次の事業に対し、後援事業 

承認をした。（P.33「後援名義使用取扱要綱」参照） 

 

後援名称等 内   容 

第 22 回八王子古本まつり 

5 月 2 日（土）～ 

5 月 6 日（水） 

主催者 八王子古本まつり実行 

目 的 学生・市民・商店の賑わいを作り出す古本まつり

を支援し、もって地域の活性化と憩いの場をつく

る。 

会 場 JR 八王子駅北口 西放射線ユーロード 

学園都市八王子の魅力を発信する。 

会 場 西放射線ユーロード及び三崎町公園、中町公園、

横山町公園 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 

ビッグウエスト学生フェスティ

バル 2020 

5 月 10 日（日）～ 

5 月 24 日（日） 

主催者 八王子市学園都市推進会

議 
 

目 的 学生と市民とのふれあいを通して、学生の地域

活動への参加を求めながら、その活力と行動力

を学園都市に活かしていく。 

会 場 八王子市学園都市センターほか      

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

新卒応援!多摩プロジェクト 

「第 2 回合同企業説明会 in 八王

子」 

5 月 19 日（火） 

主催者 公益財団法人東京しごと

財団 

  

  

目 的 新卒者等を対象に中小企業等との直接交流の場

を提供することにより、企業への理解を深める

とともに、早期の就職活動の役にたつよう業

種・職種研究につなげる。 

      新卒未内定者等が直接交流できるプレマッチン

グの場として､参加企業 25 社程度の合同企業説

明会を開催する。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 

新卒応援!多摩プロジェクト 

「第 4 回合同企業説明会 in 八王

子」 

9 月 15 日（火） 

主催者 公益財団法人東京しごと

財団 

  

  

目 的 新卒者等を対象に中小企業等との直接交流の場

を提供することにより、企業への理解を深める

とともに、早期の就職活動の役にたつよう業

種・職種研究につなげる。 

      新卒未内定者等が直接交流できるプレマッチン

グの場として､参加企業 25 社程度の合同企業説

明会を開催する。 

参加者 150 名 参加企業 34 社  
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委員会 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

クリエイトライブステージ 2020 

9 月 27 日（日） 

主催者 八王子市教育委員会 

   

   

目 的 若いミュージシャン、ダンスパフォーマー、部活

動などで練習をしている学生の方々などに、日頃

の練習の成果を発表する場として、ステージイベ

ントを実施する。   

会 場 八王子市生涯学習センター（クリエイトホール） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

「八王子市日本遺産紹介教育デ

ジタルコンテンツ作品募集」 

10 月 1 日（木）～ 

3 月 31 日（水） 

主催者 八王子市教育委員会 

目 的 都内で唯一となる日本遺産の認定にあわせて、日

本遺産ストーリーに認定された『霊気満山高尾山

～人々の祈りが紡ぐ桑都物語～』を小・中学校の

郷土学習に取り入れることで、児童・生徒が郷土

に魅力を感じ愛着をもつきっかけとするため、教

材用デジタルコンテンツを制作する。 

応募作品数 4 作品 

アスリートと競技指導者のため

のスポーツ医科学センターセミ

ナー 

10月～3月 毎月第 2水曜日定期

開催 

主催者 帝京大学スポーツ医科

学センター 

目 的 アスリートは、日々自らの肉体と精神を競技の中

で最大限体現していくことが求められますが、そ

の確固たる基盤を作るのがサイエンスです。スポ

ーツの現場と最先端のサイエンスを融合させた

知見についてスポーツを実践しているアスリー

トと指導者に共有します。 

参加者 223 名 

会 場 帝京大学スポーツ医科学センター（帝京大学八王

子キャンパス内） 

TAMA サイエンスフェスティバル 

11 月 1 日（日） 

主催者 東京薬科大学 

※オンライン開催 

目 的 昨年の生命科学部 25 周年イベントではポスター

セッションにて高校生により、活発な議論がなさ

れた。本イベントを継続し地域のサイエンス教育

に対する機運を醸成するベく、新たなサイエンス

イベントを企画する。 

中高生ポスターセッションのほか各種科学に関

するイベントを実施する。 

参加者 231 名 

会 場 東京薬科大学 医学薬学棟 他 

第 10 回公開講座「ヒトがイヌと

歩くということ」 

11 月 1 日（日）  

主催者 ヤマザキ動物看護大学 

目 的 ヒトがイヌと歩くことを通じ、ヒトとイヌの関係

がどうあるべきなのかを多くの方に学んでいた

だくことをベースに、コロナ禍並びにアフターコ

ロナにおける市場及び地域込みコミュニティー
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※オンライン開催 の今後の展望と課題について考察する。 

視聴者数 726 名  

出席者数  3 名 

会 場 ヤマザキ動物看護大学 南大沢キャンパス 

第 8 回八王子 ShortFilm 映画祭 

12 月 5 日（土） 

主催者 八王子 ShortFilm 映画祭

実行委員会 

目 的 映画監督などの新人映画人を発掘、将来「新人映

画監督の登竜門」と呼ばれる映画祭を開催する。

映画界を目指す学生への応援および八王子の町

おこしに向けて貢献する。 

参加者 300 名  

会 場 Royal Garden Palace 八王子日本閣 

ミニミニ古本まつり 

3 月 27 日（土）  

主催者 八王子古本まつり実行委

員会 

目 的 古本のチャリティ販売、各種イベントの開催。 

    親子、市民、学生の憩いの場を作り出す古本まつ

りを支援し、学生の活動の拠点を拡大し地域との

つながりを作るため。 

参加者 223 名  

会 場 八王子オクトーレ 3Ｆスペース 

 

 

 

 

部会・WG 名 構成大学等 開催日 

理事会 

 

工学院大学・東京工業高等専門学校・杏

林大学・多摩美術大学・創価大学・中央

大学・東京工科大学・東京都立大学・八

王子商工会議所・八王子市学園都市推進

会議・八王子市学園都市文化ふれあい財

団・八王子市・明星大学・東京純心大学 

6 月 7 日（日）※2 

総会 加盟 25 大学等・八王子商工会議所・八王

子市学園都市推進会議・八王子学生委員

会・大学セミナーハウス・八王子市学園

都市文化ふれあい財団・八王子市 

6 月 18 日（木）※2 

運営委員会 

大学等連携部会 

（同時開催） 

  

  

・運営委員会 

工学院大学・東京工業高等専門学校・杏

林大学・多摩美術大学・創価大学・中央

大学・東京工科大学・東京都立大学・八

王子商工会議所・八王子市学園都市推進

①5 月 15 日（金）※2 

 （大学等連携部会） 

 5 月 26 日（火）※2 

 （運営委員会） 

②9 月 30 日（水）※1 
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会議・八王子学生委員会・大学セミナー

ハウス・八王子市学園都市文化ふれあい

財団・八王子市 

・大学等連携部会 

加盟 25 大学等・八王子市 

③12 月 24 日（木）※1 

④3 月 25 日（木）※1 

 

小中高大連携 WG 

   

  

  

  

  

工学院大学・明星大学・東京工業高等専

門学校・東京純心大学・創価大学・創価

女子短期大学・拓殖大学・中央大学・日

本文化大學・東京工科大学・東京家政学

院大学・サレジオ工業高等専門学校・八

王子市 

3 月 9 日（水）※2 

FD･SD 専門委員会 工学院大学・明星大学・杏林大学・創価

大学・東京薬科大学・東京都立大学・東

京家政学院大学・桜美林大学・八王子市 

①4 月 20 日（月）※3 

②6 月 29 日（月）※1 

③8 月 4 日（火）※1 

④10 月 29 日（木）※1 

⑤12 月 18 日（金）※1 

⑥2 月 12 日（金）※1 

⑦3 月 15 日（月）※1 

留学生対策 WG 工学院大学・明星大学・東京工業高等専

門学校・帝京大学・帝京大学短期大学・

杏林大学・多摩美術大学・創価大学・創

価女子短期大学・拓殖大学・中央大学・

東京工科大学・東京都立大学・山野美容

芸術短期大学・東京家政学院大学・デジ

タルハリウッド大学・多摩大学・八王子

市 

①8 月 5 日（水）※1 

②10 月 12 日（月）※2 

③11 月 27 日（金）※1 

④3 月 24 日（水）※2 

大学等防災対策連絡会 工学院大学・東京工業高等専門学校・創

価大学・創価女子短期大学・東京薬科大

学・日本文化大學・法政大学・東京都立

大学・東京家政学院大学・サレジオ工業

高等専門学校・デジタルハリウッド大

学・多摩大学・八王子市 

2 月 26 日（金）※1 

単位互換協定校 

連絡会 

多摩美術大学・東京工科大学・創価大学・

サレジオ工業高等専門学校・ヤマザキ動

物看護大学・東京家政学院大学・東京工

業高等専門学校・山野美容芸術短期大

1 月 8 日（金）※1 
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学・東京造形大学・東京純心大学・杏林

大学・明星大学・工学院大学・帝京大学・

帝京大学短期大学・拓殖大学 

市民･学生連携部会 八王子市学園都市推進会議・八王子学生

委員会・八王子市 

①6 月 7 日（日）※2 

②6 月 19 日（金）※1 

③9 月 16 日（水）※1 

④1 月 15 日（金）※1 

⑤2 月 21 日（日）※1 

八王子地域学生活動連

絡会 

工学院大学・杏林大学・創価大学・創価

女子短期大学・拓殖大学・中央大学・東

京工科大学・東京都立大学・八王子市 

①7 月 20 日（月）※1 

②10 月 9 日（金）※1 

産学公連携部会 工学院大学・明星大学・東京工業高等専

門学校・帝京大学・東京造形大学・東京

純心大学・杏林大学・創価大学・創価女

子短期大学・東京薬科大学・拓殖大学・

日本文化大學・法政大学・東京工科大学・

山野美容芸術短期大学・ヤマザキ動物看

護大学・サレジオ工業高等専門学校・デ

ジタルハリウッド大学・多摩大学・八王

子商工会議所・八王子市 

①5 月 7 日（木）※2 

②9 月 25 日（金）※2 

③2 月 17 日（水）※1 

産学公連携 WG 工学院大学・東京工業高等専門学校・東

京造形大学・杏林大学・創価大学・拓殖

大学・日本文化大學・法政大学・東京工

科大学・山野美容芸術短期大学・多摩大

学・八王子商工会議所・八王子市 

①9 月 11 日（金）※2 

②11 月 4 日（水）※1 

③12 月 22 日（火）※1 

④2 月 8 日（月）※1 

学生発表会 WG 工学院大学・明星大学・帝京大学・杏林

大学・創価大学・創価女子短期大学・東

京薬科大学・拓殖大学・ヤマザキ動物看

護大学・サレジオ工業高等専門学校・多

摩大学・八王子市 

①7 月 7 日（火）※1 

②9 月 10 日（木）※1 

③11 月 5 日（木）※1 

④2 月 2 日（火）※1 

八王子学生 CM コンテ

スト WG 

工学院大学・東京造形大学・東京純心大

学・拓殖大学・東京工科大学・デジタル

ハリウッド大学・八王子市 

①8 月 6 日（木）※1 

②9 月 7 日（月）※3 

③11 月 17 日（火）※1 

④2 月 10 日（水）※1 

⑤3 月 19 日（金）※1 
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生涯学習推進部会 

（学園都市大学 

  運営委員会） 

加盟 25 大学等・八王子市学園都市文化ふ

れあい財団・八王子市 

①中止 

②9 月 25 日（金）※1 

③2 月 19 日（金）※1 

※1 オンライン併用 

※2 書面開催 

※3 メール審議 
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大学コンソーシアム八王子共催事業取扱要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大学コンソーシアム八王子（以下「コンソーシアム」という。）

の目的に合致すると認められる事業に対し、コンソーシアムが共催する場合の基準そ

の他必要な事項を定める。 

 

（承認基準） 

第２条 コンソーシアムが共催する事業は、次のとおりとする。 

（１）コンソーシアム加盟団体が実施する学園都市づくりに関連する事業等で公益性が

あるもの。 

（２）前号に規定するものの他、会長が適当と認めるもの。 

２ 次の各号のいずれかに該当する事業は、共催を承認しない。 

（１）政治活動又は宗教活動を目的に行なうもの。 

（２）売名行為及び営利を主目的とするもの。 

（３）公序良俗に反するもの。 

（４）公衆衛生、災害防止等について十分な措置が講じられていないもの。 

（５）対象者が著しく限定されると認められるもの。 

（６）前各号に規定するものの他、会長が不適当と認めたもの。 

 

（共催者の役割） 

第３条 コンソーシアムは共催者として、事業主催者と協議によりその事業の広報宣伝

や人的支援等を行なうことができる。 

 

（申請） 

第４条 事業主催者が事業の共催を申請しようとするときは、共催事業承認申請書（第

１号様式）を会長に提出し、承認を受けなければならない。 

２ 前項の申請書には事業予算書及び事業内容を記載した書類を添付しなければなら

ない。 

３ 申請の時期は、原則として事業開催日の３か月前までとする。 

 

（承認等の決定） 

第５条 会長は、前条の申請を受理したときは、その結果を共催事業承認通知書（第２

号様式） 又は共催事業不承認通知書（第３号様式）を申請書受理後１か月以内に事業

主催者に通知する。  
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（条件） 

第６条 会長は事業の宣伝等にコンソーシアムとの共催であることの表記、及びその他、

必要と認めることを条件として付すものとする。 

 

（事業の変更等） 

第７条 事業の内容を大幅に変更することや、事業そのものを中止や廃止するときは、

事前に共催事業変更・中止等申請書（第４号様式）を会長に提出し、承認（第５号様

式）を受けなければならない。ただし、事業内容に実質的影響がない軽微な変更につ

いてはこの限りでない。 

 

（取消） 

第８条 会長は、主催者が次の各号のいずれかに該当するときは、第４条に規定する承

認を取り消すこととし、共催事業承認取消通知書（第６号様式）により直ちに事業主

催者に通知する。ただし、取消しに伴う損失補償及び損害賠償の責任は負わないもの

とする。 

（１）虚偽の申請をしたとき。 

（２）第５条に規定する条件に違反したとき 

（３）事業の目的を逸脱したとき 

（４）市民・学生に著しく迷惑を及ぼしたとき又は及ぼすと見込まれるとき 

（５）その他この要綱に反したとき 

 

（実績報告）  

第９条 事業主催者は、事業が終了したときは３月以内に共催事業実績報告書（第７号

様式）に決算 

書を添えて会長へ提出しなければならない。 

２ 事業実施日が１月４日以降となる事業にあたっては、直近の３月３１日までに提出

しなければならない。 

 

（損害賠償） 

第 10 条 事業主催者は、事業実施に伴いコンソーシアムに損害を与えたときは、すべ

ての損害賠償責任を負うものとする。 

 

附則 

１ この要綱は平成２１年４月１日から施行する。 
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大学コンソーシアム八王子後援名義使用取扱要綱 

 

 

 

（目的） 

第１条  この要綱は、大学コンソーシアム八王子（以下「コンソーシアム」という。）の 

後援名義使用を承認するための必要な事項を定めるものとする。 

 

（事業対象） 

第２条 事業の目的・内容が、学園都市づくりの推進に寄与するもので、公益性のあるも

のとする。 

２ 次の各号のいずれかに該当する事業は、後援名義使用を承認しないものとする。 

（１） 政治活動又は宗教活動を目的に行なうもの。 

（２） 売名行為及び営利を主目的とするもの 

（３） 公序良俗に反するもの。 

（４） 公衆衛生、災害防止等について十分な措置が講じられていないもの。 

（５） 対象者が著しく限定されると認められるもの。 

（６） 前各号に規定するものの他、会長が不適当と認めたもの。 

 

（申請） 

第３条 後援名義使用を申請するときは、原則として、後援名義使用申請書（第１号様式）

に予算や事業概要がわかる書類を添え、予定している名義使用期間の初日の 1 ヶ月前ま

でに会長へ提出するものとする。ただし、止むを得ない場合は、この限りではない。 

 

（承認又は不承認の決定及び通知） 

第４条 会長は、前条の申請を受理したときは、速やかに承認及び不承認の決定をし、  

その結果を後援名義使用承認通知書（第 2 号様式）または、後援名義使用不承認通知書  

（第 3号様式）をもって申請者へ通知するものとする。 

 

（承認の条件） 

第５条 会長は、前条の規定による承認決定に際し、必要があると認めるときは条件 

を付するものとする。 

 

（範 囲） 

第６条 承認の範囲は、事業の奨励を意図した後援名義の使用に留まるものとし、物・人・  

 資金による支援や施設利用に関する事項について及ぶものではないものとする。 
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（内容変更等の承認） 

第７条 申請者が次の各号の一つに該当する場合は、速やかに後援名義使用変更・中止 

申請書（第４号様式）により会長にその旨を申請しなければならない。 

（１） 事業等の内容を変更しようとするとき（軽微なものを除く。）。 

（２） 事業を中止しようとするとき。 

 

（実績報告書） 

第８条 申請者は、後援事業が終了後、２ヶ月以内に後援名義使用実績報告書（第５号様 

式）を会長へ提出しなければならない。 

 

（承認決定の無効） 

第９条 会長は、申請者が次の各号のいずれかに該当した場合は、速やかに後援名義使用

取消通知書（第６号様式）により申請者にその旨を通知しなければいけない。 

（１） 虚偽の申請をしたとき。 

（２） 不適当な行為があったと認められるとき。 

（３） 市民に著しく迷惑を及ぼしたとき。 

（４） その他、この要綱及び他の法令に違反したとき。 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

 


